
 
 
 
 
 
 
 

 
協同組合運動の精神的父といわれるロバアト・オウエンが 1858 年に没してから 150 年が経

過しました。この 150年のあいだに、彼の精神を受け継いで始められた協同組合は、イギリス、

ヨーロッパ、アメリカ、アジア、アフリカと広まり、今日では全世界で 8億人の人々が国際協

同組合同盟のもとに結集しているといわれます。 
 しかし、競争社会の弊害を説き、「協同」こそが社会の基本原理であるべきだとするオウエ

ンの主張とは異なって、150年後の今も、この社会の基本的原理は未だ基本的に「競争」であ

るといっていいでしょう。そして 90 年代から本格化した規制緩和の波は、今日「格差社会」

の深化という形で、われわれの社会と生活に、これまでになく深刻な影響を与えています。 
 それでは、オウエンの志を受け継ぐべき「非営利・協同」の事業と運動は、この格差社会に

対して何ができるのでしょうか。生協総合研究所理事長として協同組合運動にも造詣の深い神

野直彦先生と、生活協同組合や労働者協同組合など多様な協同組合の最前線でご活躍の津田直

則先生をお招きして、格差社会のなかでの「非営利・協同」を考えたいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

----------------------------------------------------------------------- ＜キリトリ＞------------------------------------------------------------------------------------ 

→ Fax : ０７５―２１１―５０３７（くらしと協同の研究所） 

 ロバアト・オウエン没後 150 年記念関西講演会 参加申込書  

お名前                        所属（         ） 連絡先（       ） 

☆懇親交流会（右の何れかを ○ で囲んでださい）   参加します   参加できません 

ロバアト・オウエン協会 くらしと協同の研究所共催 講演会のご案内 

－ロバアト・オウエン没後 150 年記念関西講演会－ 

格差社会のなかで「非営利・協同」を考える 

＊ 開催要項 ＊ 
□ 日時 ： 2009 年 ４月１８日(土)  １３時３０分（受付：12：30～）～ １７時（終了予定）  

□ 会場 ： コープイン・京都 （※会場地図→裏面） 

□ プログラム 

   《特別講演》 神野直彦 氏（東京大学大学院教授 生協総合研究所理事長） 

『 経済危機とくらし、協同組合への期待 』 

   《記念講演》 津田直則 氏（桃山学院大学教授） 

『 協同・連帯・共存・共生に基づく新しい社会経済システム 』 

※ 講演後、参加者の皆さんからの質問にお答えいただく時間を設けます。 

□ 参加費 ：  無料 

□ 定員 ： １５０名 （申込〆切日／4 月 15 日 ※定員になり次第、締め切らせていただきます） 

☆ 懇親交流会 ：  講演会終了後、会場１階レストランにて開催いたしますので、 
是非ご参加ください。（参加費／5000 円） 

＜開催団体＞  主催／ロバアト・オウエン協会、くらしと協同の研究所 
後援／京都府生活協同組合連合会
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井筒屋町 411  
TEL 075-256-6600 

 
 アクセス  

 JR「京都駅」→地下鉄烏丸線→「四  
条」下車、（13 番出口から）徒歩 5 分 
  阪急電車「烏丸駅」（13 番出口から）

徒歩 5 分 
  京阪電車「三条駅」（三条通西へ、京

都 YMCA を左折）徒歩 16 分 
 JR「京都駅」よりタクシーで 10 分 
 JR「京都駅」より市バス（5 番 57 番

系統）「四条高倉」下車徒歩 10 分 
 

＜ロバアト・オウエン協会について＞ 
ロバアト・オウエン協会の名称そのものであるロバアト・オウエン(1771-1858)は，協同組合運動，教育，労働管理，

都市計画，地域通貨等の偉大なパイオニアとされる人物です。 

 オウエンは，英国北ウエールズ地方のニュータウンに生まれ，店員奉公から十代で紡績工場を経営し，スコット

ランドのニューラナークにおいて，新しい工場経営のモデルを追求しながら，協同社会の理想を打ち立て，それを

さまざまな行動に移しました。 

 時あたかも産業革命のあらしが吹きすさび，多くの産業資本家が利潤第一主義の工場経営を行う中で，オウエン

はさまざまな改革改善を提唱，実践しました。それは，労働時間の短縮，労働環境の改善のみならず，幼稚園の創

設と各種の教育・学習活動による知的文化的向上，消費物資の一括購入による生活の改善など，生活・福祉全般に

わたっています。 

 労働，消費，教育，そして社会と人間のあり方が問われている現在，驚くべき先見性と独創性をもって，最も早

く資本主義社会の中に人間復興を唱え，その打開のために協同主義・協同組合の大道を切り開いたオウエンを，改

めて問い直す時期が到来したといえるでしょう。 

オウエン没後 100 年の 1958 年，世界に先がけて創立された本協会では，オウエンを中核としつつ，初期社会主

義者，各種協同思想，さらに現代の協同組合運動にわたるまでの世界全般にわたる研究と普及に努めてまいりまし

た。今後ともいっそうの活動を展開していきます。折しも 2008 年は，オウエン協会 50 周年，オウエン没後 150 年

という記念すべき年で，記念講演会の開催と企画展示，記念刊行物『ロバアト・オウエン協会の 50 年』の刊行，地

方講演会などの企画を行いました。 

当協会の定期的活動としては、年四回の研究集会の開催、年三回のウトポス研究会，さらに年報の発行・頒布等

があります。本協会の活動に賛同されるかた，ご関心をお持ちのかた，そして入会を希望されるかたは，事務局ま

で連絡をお待ちしております。                   会長 中川 雄一郎（明治大学教授） 

＜お申込み・問い合わせ先＞ くらしと協同の研究所     ＴＥＬ：０７５－２５６－３３３５ 
                E-mail： kki@ma1.seikyou.ne.jp （ma1 の「１」は算用数字です） 

            所在地 〒604－0851 京都市中京区夷川通烏丸東入る西九軒町 291  

《 会場案内 》 


